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ち，mixed procedureにはRoux en Y gastric bypass



































この仮説は fore gut hypothesisと呼ばれている．一
方，胆汁・膵液が回腸に流入すると，回腸に分泌細胞
が存在する incretion actionを有するホルモンである










































がって，IJT における total GLIの上昇は，glicentinの
















2 B :Biliary diversionモデル
総胆管を結紮した後に胆嚢と回盲部から60 cm口
側の回腸を吻合する胆嚢回腸吻合により胆汁が直接遠
位回腸に流入するbiliary diversion model（図 4）や，
総胆管を結紮した後に胆嚢と膀胱の間に長さ約20 cm
の空腸を間置することによって，胆汁を全て尿中へと







い点が IJT と biliary diversionの大きな相違点で
あった．また，食後の total GLIの上昇の程度は，biliar-
y diversionモデルよりも IJT でより著明であった．一
方では，膵液のdiversionについても検討しており，膵
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BMI  46.2  43.2 (kg/m?)
Glucose  113.7±23.3  84.8±5.5? (mg/dL)
Insulin  24.6±17.3  12.6±11.7? (μIU/mL)
Leptin  41.6±19.2  19.6±19.7? (ng/mL)
IGF 1  140.6±13.0  110.8±37.3? (ng/mL)
ACTH  15.4±8.3  21.0±5.0? (pg/mL)
Glucagon  65.8±30.0  70.1±30.5 (pg/mL)
CCK  15.7±20.1  11.3±2.7 (pg/mL)
GIP  363.4±169.8  260.1±172.1 (pg/mL)
NPY  1.1±0.9  0.8±0.1 (ng/mL)
GLP 1  62.0±23.4  89.0±46.7 (pg/mL)
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が，なかでも我々が着目したのはLOX 1 (lectin like
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